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北部九州にお ける液体炭酸を用い た人工 降雨実施可能な冬季積雲の 出現塚渡
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1．は じめに

　北部 九州 で は，頻繁 に少 雨 に な り干 ばつ が 発生 す る．そ こ で，

干ばっ 防止 の 1 手法として ， 九州大学（福岡市）で は，1999 年か

ら、　 貝芸 を対象 に液体炭酸を用い た人ユ降 雨実験（福田，1999）

を実施 して い る．実験に成功するた めに最 も重要な条件は，「あ

る程 度発達 した積雲 （降 りそ うで降 らない 雲）」を効率良く見つ け

る ことで ある．本 稿では，冬 季の 人工 降雨実験の 成功率をあげる

た め 1）冬季の 降水発 生の 気 象原因 （福岡），2）筋状の 雲（積雲の

列 が発 生す るための 気 象条 件，3）気象衛星画 象か ら 「人工 降雨

実施可 能な ミ 　 芸 」の 出現 日数 お よび 頻度を解析したの で，報

告する，

2．液体炭酸 を用 い た人工 降雨法の 原理

　厚 さ 200〔im以上 の 積雲の底部

付近 （Q℃以下）に航空機を用 い，

液体炭酸を撒布す る，撒布後，

雲底付近に 2 つ の 円筒形 のサー
マ ル 　　　貢底

が発生し，それ らが
一
定の角度を　　図 1 液体炭酸 t 工降雨 法

保ちなが ら 上昇 し，ゆっ く り氷 品は成長 す る．引き続ぎ，雲頂付

近 に至り達し た氷晶は，水平方向 へ 拡激，増 大 し，人 工 雲の 体積が

増加，大 き くなっ た氷 晶鱒 葦水 とな り，地上 に落 下す る．

4 筋状の雲（積雲の 列）が発 生するため の 気　　牛

　 冬型の 気圧 配置 にな っ て か ら

何 日後に，朝鮮半島か ら北部九 州

にか けて筋状の 雲が発生 するか の

解析を行っ た．解 析に用 い た資料

は，過去 6年間 （ユ999〜2005年）の

冬季（12〜2月）の 地上 ・高層 天気 図，

気象衛星画像（可視 ・赤外画象），

福岡管区気 象台お よび 郷ノ 浦（壱岐

島）の アメダス データお よび攝岡管

区気象 台 の 高層デ
ー

タで ある．

3，福 岡で の冬季 （11〜3 月）の 気象原因別 降水出現 日数

　表 1 より 15年間（1990〜2004年）での 降水発生 日数は，1484

0で，そ の うち冬型気圧配 置の 降水 日が 418 日 （28％）と最も多く ，

しか も，降水量が 0．〔  （0．5  未満）観測 され た 日数が，281 日

（12．4％）と多か っ た．こ の こ とか ら，冬型 の 日は対象雲の 発生 が

多 く， 人⊥ 降雨に適 した気象条件 日で ある と考えられ る，

　　　 表 1 福岡での 気象原因別 冬季 の降水 出現日数 （日 ）

　 　 　 　 　 　（199G〜20D4年）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 2 筋状 の雲 （積 雲の歹ID

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　発生時の衛星画劇 遊

　　　　　　　　　　　　　解析の 結果，朝鮮半島か ら北部九州

にか けて筋状の 雲（積雲の 歹IDが発生する条件は，1）強い 冬型の 気圧

配置で ある，2）モ ン ゴ ル 付近 に 中心気 圧が 1030〜1050ヒPa の 高気圧

が存在する．3）日本列 島付近 の 気圧 勾配 が 1．5〜2．OhPa／lOOImiで ある．

こ の よ うな気象条件になっ て 2 日目以降に，筋状の 雲の 出現回数が

最も高か っ た （表略）．一
方 冬型の 気圧配 置で 「筋 状の 雲 が出現 し

た 日」 の 壱岐島の 地上風 速は ，
「筋 状の 雲 が出現 しなか っ た 日」 よ

りも平均 0，9m／s 大きな値を示 した．

5．冬型気圧 配 置で の 人工 降 雨 実施可 能な積雲の 出現頻 度

　過去 6年間 （2000〜2005年）の 冬季（12〜3月）に おい て，気象衛

星画像何 視 ・赤外画像）か ら対象雲 が出現 して い る時間を求め，各

年の 出現 日数を求めた．表 2 よ り， 人 工降雨実 施可能な積雲が現れ

て い る 日（図中の 「最適 お よび 「やや 最適」 ）の 出現 日数 は，2004

年の 14．2 日と最も多く，平均 9．5 日（出現頻度 30．9％）であ っ た．
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　 図 3 冬型気圧配置で の 人工 降雨実施可能な積雲の出現頻度

　 　 　 　 （2  〜2005年）
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